
走る ！  メロン農家
市川 智和さん（46歳）

土佐市支
所管内よ

り

佐川支所管内より

　「高知に来たばかりの頃は、キリギリスを
見て怖くて泣いていましたが、今ではヘビを
捕まえて放り投げられるぐらいたくましくなりま
した」と笑う紀代美さん。
　東京から高知県に移住し、斗賀野には
2019年から住み、夫婦でシイタケとピーマン
を栽培しています。「自然と一体となった生活
で、子どもたちに良い環境です」とにっこり。
　力を入れているのは赤ピーマン。「青臭さ
がなく、子どもも食べやすいですよ。試して
みてね ！ 」。

斗賀野の赤ピー、
有名になってほしい ！
藤倉 紀代美さん（42歳）
ふじ くら　き　よ　み

家族が賑やかに
なることが楽しみ
岡田 朋久さん（43歳）

　元々は県外の金融系の仕事に就いていました
が心機一転、農業がしたい ！  と思い父の地元、
高知で就農して５年目です。担い手育成センタ
－で研修後、トマト農家の下で修業後独立。日
高の37アールのハウスで、フルーツトマトとミニ
トマトを栽培し、とさのさとなどＪＡに出荷していま
す。農業は自分の努力が売り上げなどの数字に
なって出るので、お客さんからその分喜ばれて
いると感じ、とてもやりがいがあります。
　休みの日には子供と一緒に公園に行って遊ん
でいます。今年２人目の子供が生まれる予定
で、さらに家族が賑やかになることを思うと、と
ても楽しみですね。

おか だ　とも ひさ

　市川さんは、土佐市青壮年部の高岡支部に
所属しています。趣味はランニングで、高知県
農協青壮年連盟が主催する駅伝大会でも大活
躍しています ！  その他、青壮年部活動のビ
ニール回収や研修旅行などにも積極的に参加
しています。
　日頃は、高岡地区でアールスメロンを栽培し
ている市川さん。「１つの苗から１つ果実を収穫
し、丁寧に育てている。美味しいメロンを味わっ
てもらいたい」と話しました。

　抱っこした瞬間に「この子だ ！ 」と一目ぼ
れでお家にやってきて１年経ちました。
　少し臆病で寂しがり屋のふぅちゃん。「か
まってほしい」と寄ってきたり、後をついて
回り「遊んで遊んで♪」とアピ－ルする仕
草にキュンとするそう。その反面、おなかを
出して仰向けに寝るなど大胆な一面も。そ
のギャップに京香さんは夢中のようです♥

ギャップに夢中♥
ふぅちゃん
（メス・ネザーランドドワーフ・１歳３ヶ月）

飼い主：松田 京香さん
まつ　だ　きょう　か

斗賀野支所管内より

日高支所管
内より

ピクルス、肉詰め、
チンジャオロースと、普通のピーマンの

代わりに使ってもらってOK ！
もちろん、そのまま生で食べても

美味しいよ ！

いち かわ　とも かず



組織活動営農

営農 組織活動

　

高
知
県
立
佐
川
高
等
学
校
の
生
徒
３
人

は
１
月
６
日
、
高
知
市
に
あ
る
Ｊ
Ａ
高
知

県
の
茶
加
工
場
と
審
査
場
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
取
り
組
み
は
同
校
の
「
総
合
的

な
探
求
の
時
間
」
の
一
環
で
、
生
徒
ら
の

テ
ー
マ
は
「
佐
川
茶
を
作
っ
て
販
売
し
て

地
域
貢
献
」。
茶
生
産
者
や
同
Ｊ
Ａ
の
協
力

を
得
て
お
茶
の
栽
培
を
体
験
し
、
最
後
は

自
分
た
ち
で
茶
を
販
売
す
る
予
定
で
す
。

　

見
学
に
は
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
も
務
め
る
（
有
）
村
田
園
芸
の
村
田

千
絵
子
さ
ん
が
協
力
。
Ｊ
Ａ
高
知
県
農
産

販
売
課
の
職
員
ら
と
共
に
、
加
工
場
を
見

学
し
な
が
ら
茶
の
製
造
過
程
を
生
徒
ら
に

説
明
し
ま
し
た
。
審
査
場
で
は
荒
茶
を
使

用
し
、
実
際
の
審
査
と
同
じ
よ
う
に
茶
の

色
合
い
や
香
り
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

村
田
さ
ん
は
「
見
学
を
通
じ
て
興
味
を

持
ち
、
地
元
で
生
産
さ
れ
て
い
る
お
茶
を

飲
ん
で
く
れ
た
ら
嬉
し
い
」
と
に
っ
こ
り
。

参
加
し
た
大
野
芽
唯
さ
ん
は
「
自
分
た
ち

が
普
段
飲
ん
で
い
る
お
茶
が
出
来
る
ま
で

に
多
く
の
過
程
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多

く
の
人
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

生
徒
ら
は
次
回
、
販
売
す
る
お
茶
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
予
定

で
す
。

出荷本番！
「シュガートマト」

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
青
壮
年
部
の
土
佐
市
本

部
は
１
月
12
日
、
土
佐
市
で
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
平
成
17
年
か
ら
始
め
、

今
年
で
19
回
目
。
部
員
ら
25
人
が
参
加

し
ま
し
た
。　
　
　

　

部
員
ら
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

土
佐
市
中
心
部
の
バ
イ
パ
ス
沿
い
を
中

心
に
、
商
店
街
や
旧
道
も
す
み
ず
み
ま

で
約
20
キ
ロ
歩
き
、
路
肩
や
植
え
込
み

の
中
か
ら
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
約
20
㎏
の
ご
み
を
回
収
。
参
加
し
た

同
青
壮
年
部
の
小
川
佑
也
部
長
は
「
年

始
に
地
域
の
美
化
活
動
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
気
持
ち
の
良
い
ス
タ
ー
ト
を

き
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

仁
淀
川
地
区
管
内
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
ト
マ
ト
「
シ
ュ

ガ
ー
ト
マ
ト
」
な
ど
の
高
糖
度
ト
マ
ト
の
出
荷
が
本

格
化
。
日
高
支
所
ト
マ
ト
選
果
場
で
は
、
光
セ
ン
サ
ー

を
備
え
た
選
果
機
で
糖
度
別
に
選
果
。
作
業
員
ら
が

日
量
1.7
〜
２
ｔ
の
箱
詰
め
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

糖
度
７
以
上
の
ト
マ
ト
を
「
ヴ
ェ
ル
デ
」、
糖
度
８

以
上
を
「
ビ
ア
ン
コ
」
と
し
て
主
に
関
東
へ
出
荷
。
Ｊ

Ａ
日
高
支
所
ハ
ウ
ス
園
芸
部
会
で
は
19
戸
が
8.5
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
生
産
に
励
み
、
シ
ュ
ガ
ー
ト
マ
ト
と
ミ
ニ

ト
マ
ト
を
併
せ
て
、
今
期
７
７
１
ｔ
の
出
荷
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

日
高
支
所
営
農
経
済
課
の
大
野
侑
貴
さ
ん
は
「
寒

さ
が
厳
し
く
な
る
２
月
頃
か
ら
糖
度
が
乗
り
始
め
る
。

旬
の
ト
マ
ト
を
で
き
る
だ
け
高
単
価
で
販
売
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

高
知
県
の
果
樹
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、

県
ら
で
作
る
高
知
県
果
樹
研
究
協
議

会
は
１
月
16
日
、
令
和
４
年
度
高
知

県
秋
季
果
実
展
示
品
評
会
で
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
、
土
佐
市
の

高
橋
正
一
さ
ん
の
ナ
シ
園
で
「
生
産

現
地
検
討
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、
県
職
員
ら
約
40

名
が
参
加
、
高
橋
さ
ん
が
「
新
高

梨
」
の
整
枝
、
剪
定
を
実
演
。
高
橋

さ
ん
は
「
徒
長
枝
に
花
芽
を
着
け
、

着
果
さ
せ
て
い
く
選
定
方
法
を
採
っ

て
い
る
」
と
説
明
。
参
加
者
は
高
橋

さ
ん
の
実
演
を
熱
心
に
見
学
し
て
い

ま
し
た
。

整枝、剪定を実演
梨の生産現地検討会

　

助
け
合
い
組
織
「
赤
い
褌
隊
」

は
１
月
20
日
、
佐
川
町
内
の
畑
で

大
豆
の
収
穫
を
行
い
、
７
人
が
参

加
し
た
。

　

同
隊
は
４
年
前
か
ら
み
そ
づ
く

り
の
大
豆
を
栽
培
。
こ
の
日
は
足

踏
み
式
の
脱
穀
機
や
風
の
力
で
選

別
す
る
「
唐
箕
」
な
ど
昔
な
が
ら

の
道
具
を
使
っ
て
脱
穀
を
行
っ
た
。

　

中
村
卓
司
隊
長
は
「
自
分
た
ち

で
作
っ
た
大
豆
で
仕
込
ん
だ
み
そ

は
他
の
も
の
と
は
違
い
や
は
り
お

い
し
い
。
来
年
は
も
っ
と
多
く
の

大
豆
が
採
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
意
気
込
む
。

「シュガートマト」の箱詰めをする作業員

農の楽しさを学びたい
あぐりミドルスクール開校

清掃活動に参加した部員ら（高知県土佐市で）

青壮年部員が清掃活動・
青壮年部土佐市本部

おいしいみそのために
赤い褌隊　大豆脱穀作業

足踏み式の脱穀機を使う隊員高橋さん（手前）の実演を熱心に見学する参加者

審査場で荒茶の香りを確認する生徒

　

１
月
19
日
、
佐
川
支
所
で
あ
ぐ
り
ミ

ド
ル
ス
ク
ー
ル
18
期
生
の
入
学
式
が
行

わ
れ
、
16
人
が
入
学
し
た
。
こ
の
ス

ク
ー
ル
は
主
に
定
年
退
職
者
の
方
を
対

象
に
、
農
業
の
知
識
を
学
び
な
が
ら
農

の
喜
び
を
知
り
、
い
つ
ま
で
も
や
り
が

い
を
も
っ
て
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と

２
０
０
６
年
か
ら
開
い
て
い
る
。

　

講
師
は
助
け
あ
い
組
織
「
赤
い
褌

隊
」
隊
員
の
２
人
が
担
当
。
現
場
で

培
っ
た
知
識
と
技
術
を
受
講
生
に
伝
え

る
。
同
ス
ク
ー
ル
の
校
長
で
あ
る
Ｊ
Ａ

仁
淀
川
地
区
の
谷
脇
常
務
は
、「
農
業

は
害
虫
や
雑
草
、
天
候
な
ど
の
戦
い
が

続
く
。
皆
が
協
力
し
て
、
作
物
が
収
穫

で
き
た
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

直
販
所
「
は
ち
き
ん
の
店
」
へ
の
来

店
が
き
っ
か
け
で
入
校
し
た
と
い
う
崎

岡
誠
司
さ
ん
は
、「
何
度
か
勉
強
せ
ず

に
挑
戦
し
た
が
失
敗
し
た
。
ス
ク
ー
ル

で
学
ん
で
農
業
の
楽
し
さ
を
知
り
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

式
後
、
第
１
回
の
授
業
で
は
栽
培
の

知
識
や
農
作
業
に
必
要
な
道
具
類
の

説
明
を
し
た
。
今
後
は
月
１
〜
２
回

の
ペ
ー
ス
で
座
学
と
実
習
を
行
う
予

定
だ
。

入校の抱負を語る崎岡誠司さん

仁淀川地区版

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

営農

高校生が
ＪＡ高知県の茶工場見学

スク－ル
せ
ん
て
い



仁淀川地区版

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

家
庭
菜
園鳥獣被害対策専門員

上地　和久

ためしてみ
て！！

イチオシ商
品 簡単おつまみ！

油揚げのみょうがトースト

Aコープ・直販店で取扱中 ！
（店舗によっては取り扱っていない場合も

ございます。ご了承ください）

春
野
・
土
佐
市
地
区

鳥獣被害対策専門員
真辺　忠志

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員

上
地　

和
久

携
帯
電
話
：

０
９
０‐３
１
８
９‐０
３
７
３ 

コ
ス
モ
ス
地
区

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員

真
辺　

忠
志

電
話
：
０
８
８
９‐２
２‐７
８
２
３

（
コ
ス
モ
ス
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
）

※
鳥
獣
害
対
策
は
Ｊ
Ａ
の
地
区
分
け
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員
は
高
知
県
鳥
獣
対

策
課
の
配
置
事
業
と
し
て
県
下
に
16
名
お
り
、

地
域
に
密
着
し
て
幅
広
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
支
援
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

◆
被
害
相
談

   

農
作
物
被
害
が
あ
っ
た
圃
場
に
赴
き
、
被
害

状
況
の
把
握
や
対
策
方
法
の
提
案
な
ど
を
行

い
ま
す
。

◆
被
害
調
査

　

自
動
カ
メ
ラ
の
設
置
等
を
行
い
、
加
害
獣
の

特
定
や
、
侵
入
ル
ー
ト
の
判
別
を
行
い
ま
す
。

◆
柵
の
設
置
指
導

　

電
気
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
な
ど
の
設
置

方
法
を
指
導
・
補
助
し
ま
す
。

◆
事
業
活
用
の
サ
ポ
ー
ト

　

多
く
の
市
町
村
が
獣
害
対
策
に
対
し
て
補
助

金
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
申
請
等
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

◆
新
規
狩
猟
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　

狩
猟
免
許
の
取
得
や
、
罠
づ
く
り
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。
罠
づ
く
り
に
必
要
な

道
具
を
お
貸
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

家
畜
ふ
ん
堆
肥
で
土
づ
く
り

効
果
と
肥
料
効
果
を
出
そ
う

〜 

肥
料
の
価
格
が
高
止
ま
り
す
る
今
こ
そ
、
家
畜
ふ
ん
堆
肥
を
使
い
こ
な
し
ま
し
ょ
う 

！ 

〜

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員
か
ら
の
お
知
ら
せ

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員
の

行
う
支
援
に
つ
い
て

鳥獣被害についての
お問い合わせ

営農指導員
古井  美由紀

※

関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

◆
勉
強
会
の
開
催

　

希
望
す
る
地
区
に
お
い
て
、
鳥
獣
被
害
対

策
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員
は

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
、
狩
猟
に
興
味
が
あ
る
方
、
ぜ
ひ

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
種
類
】

　

代
表
的
な
も
の
は
牛
糞
、
豚
糞
、
鶏
糞
の
３
つ

が
あ
り
、
ま
た
牛
糞
と
豚
糞
な
ど
混
合
し
た
堆
肥

が
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
見
か
け
る

機
会
は
少
な
い
で
す
が
、
馬
糞
な
ど
の
堆
肥
も
あ

り
ま
す
。

【
家
畜
ふ
ん
堆
肥
の
違
い
と
特
徴
】

　

家
畜
ふ
ん
堆
肥
に
は
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
の

ほ
か
、
石
灰
や
苦
土
、
そ
の
他
の
微
量
成
分
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

大
き
く
「
家
畜
」
と

言
っ
て
も
食
べ
る
も
の
も

身
体
の
構
造
も
異
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
牛
は
主

と
し
て
牧
草
な
ど
の
草
が

餌
で
あ
り
、
胃
袋
も
４
つ

あ
る
こ
と
か
ら
消
化
吸
収

の
効
率
が
よ
く
排
泄
物
に

成
分
は
多
く
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
れ
と
異
な
り
、

鶏
は
雑
食
性
で
ブ
ロ
イ

ラ
ー
・
鶏
卵
用
な
ど
飼

育
に
よ
っ
て
主
と
な
る
餌

も
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

ほ
乳
類
と
体
内
構
造
が

違
う
た
め
糞
と
尿
が
混

ざ
っ
た
排
泄
物
と
な
る
た

め
、
窒
素
成
分
が
高
く

な
り
ま
す
。＊
表
1
＊

　

☆
以
上
の
こ
と
か
ら
、

圃
場
準
備
の
際
に
畑
を
ふ
か
ふ
か
に
す
る
な
ど
土
づ
く

り
効
果
を
求
め
る
場
合
は
牛
糞
、
栽
培
直
前
に
作
物

を
生
育
さ
せ
る
肥
料
的
効
果
を
求
め
る
場
合
は
鶏
糞
、

ど
ち
ら
も
求
め
た
い
場
合
は
豚
糞
を
利
用
す
る
な
ど

時
期
や
目
的
に
よ
っ
て
堆
肥
を
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。

　

堆
肥
を
使
う
と
ガ
ス
が
出
て
枯
れ
て
し
ま
う
と
心

配
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
が
、
ガ
ス
が
発
生
す
る
の

は
未
熟
な
堆
肥
を
使
っ
た
場
合
で
す
。
未
熟
な
堆
肥

を
使
う
場
合
は
、
短
く
て
も
１
カ
月
以
上
は
期
間
を

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

☆
袋
に
「
完
熟
」
と
書
い
て
い
る
も
の
や
、
鶏
糞

で
は
「
乾
燥
」
で
は
な
く
「
発
酵
」
と
書
い
て
あ
る

も
の
を
選
ぶ
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

【
鶏
糞
】

　

鶏
糞
は
家
畜
ふ
ん
堆
肥
の

中
で
、
商
品
へ
の
加
工
の
違

い
・
形
状
、
餌
や
飼
育
の
仕

方
な
ど
で
成
分
が
一
番
影
響
さ

れ
や
す
い
た
め
、
商
品
の
袋

を
よ
く
見
て
選
ぶ
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。＊
表
２
＊

【
最
後
に
】

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
肥

料
の
高
騰
や
化
学
肥
料
の
削

減
の
た
め
肥
料
を
家
畜
ふ
ん

堆
肥
に
変
更
す
る
方
が
増
え

て
き
て
お
り
、
商
品
の
不
足

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
購

入
の
際
は
余
裕
を
も
っ
て
行
動

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

・
農
研
機
構　

家
畜
ふ
ん
堆
肥
の
成
分
的
特
徴

https://w
w
w
.naro.go.jp/project/results/laboratory/narc/1

996/narc96-177.htm
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エーコープ
ごまだれ

　
　

青
ジ
ソ
の
若
葉
は
大
葉
と
呼
ば
れ
薬
味
や

精
進
揚
げ
に
、
赤
ジ
ソ
の
葉
は
梅
漬
け
に
利

用
さ
れ
ま
す
。
シ
ソ
の
発
芽
適
温
は
20
〜
25

度
、
生
育
適
温
は
20
〜
23
度
で
、
低
温
に
は

弱
い
が
高
温
に
は
強
い
野
菜
で
す
。
ま
た
、
シ

ソ
は
短
日
期
（
昼
の
時
間
が
夜
の
時
間
よ
り
短

い
季
節
）
に
花
を
付
け
る
性
質
が
あ
り
、
９
月

ご
ろ
か
ら
穂
が
出
て
き
ま
す
。
シ
ソ
は
生
育
に

応
じ
て
収
穫
方
法
が
変
わ
り
、
子
葉
、
若
葉
、

花
穂
、
未
熟
果
は
そ
れ
ぞ
れ
芽
ジ
ソ
、
大
葉
、

穂
ジ
ソ
、
実
ジ
ソ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

を
、
シ
ソ
の
七
変
化
と
い
い
ま
す
。

﹇
栽
培
時
期
﹈
中
間
地
で
は
４
、
５
月
が
種
ま

き
の
適
期
で
、
収
穫
期
は
６
〜
10
月
で
す
。

﹇
品
種
﹈ 

大
葉
の
品
種
は
、
葉
色
が
鮮
緑
色
で

広
卵
形
を
し
て
大
き
く
、
葉
縁
の
欠
刻
が

深
く
、
葉
面
に
細
か
い
縮
み
が
あ
る
「
青
し

そ
」「
青
ち
り
め
ん
」
が
あ
り
ま
す
。
赤
ジ

ソ
の
葉
取
り
用
は
「
赤
ち
り
め
ん
」
な
ど
葉

色
が
赤
紫
色
で
葉
形
の
大
き
い
品
種
を
用
い

ま
す
。

﹇
苗
作
り
﹈ 

直
径
7.5
〜
９㎝
の
小
型
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に

４
、
５
粒
の
種
を
ま
き
ま
す
。
セ
ル
ト
レ
ー
で

は
72
穴
の
ト
レ
ー
を
使
い
、
２
、
３
粒
ま
き
ま

す
（
図
１
）。
発
芽
後
２
回
に
分
け
て
間
引

き
、
１
回
目
は
本
葉
が
開
く
頃
に
、
成
長
の

遅
れ
た
株
、
密
に
な
っ
て
い
る
所
の
株
を
抜
き

取
り
ま
す
。
２
回
目
は
本
葉
３
枚
の
頃
に
１

本
に
し
ま
す
。

﹇
畑
の
準
備
﹈
幅
70
〜
80
㎝
幅
の
ベ
ッ
ド
（
栽
培

床
）
で
栽
培
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
１
平

方
m
当
た
り
苦
土
石
灰
1
5
0
g
を
菜
園

全
体
に
散
布
し
て
耕
し
て
お
き
ま
す
。
そ
の

後
、
堆
肥
２
㎏
と
化
成
肥
料
（
N
P
K
各
成

分
10
%
）
2
0
0
g
を
施
し
ま
す
（
図
２
）。

﹇
植
え
付
け
・
追
肥
﹈ 
本
葉
５
、
６
枚
に
な
っ
た

ら
、
条
間
40
㎝
、
株
間
30
㎝
に
植
え
付
け
ま

す
（
図
３
）。
そ
の
後
２
週
間
お
き
に
1
平
方

m
当
た
り
30
g
程
度
の
化
成
肥
料
を
条
間
に

ま
き
、
根
元
に
軽
く
土
寄
せ
し
ま
す
。

﹇
病
害
虫
の
防
除
﹈
病
気
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
が
、
害
虫
で
は
ハ
ダ
ニ
、
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
な

ど
が
あ
り
、
ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
な
ど
の
登
録
農

薬
で
防
除
を
し
ま
す
。

﹇
収
穫
﹈
葉
が
10
枚
以
上
に
な
っ
て
か
ら
、
下
の
方

の
葉
の
付
け
根
か
ら
も
ぎ
取
る
よ
う
に
摘
み
取

り
ま
す
。
収
穫
す
る
と
し
お
れ
が
早
い
の
で
、

水
に
挿
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
穂
ジ
ソ
の
収
穫

期
は
先
端
の
花
穂
が
５
、
６
輪
開
花
し
て
い
る

頃
に
穂
先
か
ら
15
〜
20
㎝
で
切
り
取
り
ま
す

（
図
４
）。
赤
ジ
ソ
は
紫
、
青
ジ
ソ
に
は
白
い
花

が
付
き
ま
す
。

シ
ソ

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
を
楽
し
む

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

＜材料＞４人分
・油揚げ…４枚　・しょうゆ…小さじ２　・エーコープごまだれ…大さじ４
・みょうが…６本（小口切り）  ・しらす干し…40g   ・青じそ…4枚（千切り）   ・青ねぎ…1本（小口切り）　

A

＜作り方＞
① 油あげはキッチンペーパーに包み、両手で軽く挟むように押さえて余分な油を除く。
② 油揚げの片面にはけでしょうゆを塗っておく。
③ ボールにAとごまだれをよくからめた後、しょうゆを塗った油あげの上にのせる。
④ オーブントースターで、油揚げに軽く焦げ目がつくまで焼く。（４～５分程度）

鶏糞の形状による違い　　　

肥料の効き方（速さ）　　　

撒きやすさ　　　

値段　　　

臭い　　　

粉　　　

速い　　　

△　　　

安い　　　

ある　　　

ペレット　　　

緩やか　　　

○　　　

高い　　　

少しある　　　

備考　　　

分解に掛かる時間の差　　　

風が吹く日は特に差が出る　　　

家畜ふん堆肥の種類　　　

窒素の効きの速さ　　　

肥料の窒素成分（概数）　　　

特徴　　　

手触り　　　

臭い　　　

牛糞　　　

遅い　　　

1.0～1.5%程度　　　

土壌改良の効果
肥料的効果　　　

高い
低い　　　

土壌改良の効果
肥料的効果　　　

中程度
中程度　　

土壌改良の効果
肥料的効果　　　

低い
高い　　　

パラパラ　　　

少ない　　　

豚糞　　　

遅い+速い　　　

1.5～2.0%程度　　　

中程度　　　

中程度　　　

鶏糞　　　

速い　　　

2.0～3.0%程度　　　

サラサラ　　　

多い　　　

地区での勉強会の様子

表１

表２



仁淀川地区版

年
末
の
大
雪
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
春
野

か
ら
佐
川
ま
で
５
時
間
近
く
か
か
り
途
方
に

く
れ
ま
し
た
。
自
然
の
力
を
甘
く
見
て
は
い

け
な
い
と
強
く
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

（
佐
川
支
所
管
内
・
F
さ
ん
68
歳
） 

12
月
23
日
ク
リ
ス
マ
ス
前
の
大
雪
び
っ
く
り
し
ま

し
た
ね
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
被
害
大
変
で
し

た
ね
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

（
斗
賀
野
支
所
管
内
・
S
さ
ん
77
歳
） 

暮
れ
の
大
雪
で
佐
川
町
の
苺
農
家
の
被
害
の

様
子
に
胸
が
つ
ぶ
れ
る
思
い
が
し
た
こ
と
で
し

た
。
す
る
と
、
今
月
号
で
黒
岩
の
岡
さ
ん
の

記
事
・
・
・
。
ど
う
ぞ
被
害
が
少
な
く
大
事
に

育
て
た
苺
が
出
荷
で
き
ま
す
よ
う
に
。

（
吾
北
支
所
管
内
・
A
さ
ん
65
歳
） 

▼
金
時
豆
の
押
し
寿
司
、
す
ご
く
き
れ
い
で
上

品
で
、
と
っ
て
も
お
い
し
そ
う
で
す
ね
！  
ニ
ン

ジ
ン
の
葉
を
の
せ
る
な
ん
て
発
想
、
だ
れ
が
考

え
た
ん
で
し
ょ
う
？  

い
い
仕
事
し
て
ま
す
！  

ユ
ズ
ゼ
リ
ー
は
と
っ
て
も
簡
単
に
で
き
ち
ゃ
い

ま
す
！  

ゼ
リ
ー
の
素
は
Ａ
コ
ー
プ
、
購
買
店

舗
で
も
販
売
し
て
ま
す
の
で
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
♡

▼
毎
月
い
た
だ
い
て
る
鳥
獣
被
害
の
お
た
よ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！  

Ｙ
さ
ん
の
ご
主

人
さ
ん
は
、
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
イ
ノ
シ
シ

を
捕
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？  

毎
日
の
よ
う
に

お
い
し
く
食
べ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う

ね
！  

羨
ま
し
い
で
す
。
今
度
、
分
け
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
♡

▼
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
安
す
ぎ
ま
せ
ん
か
？  

ラ
ー

メ
ン
セ
ッ
ト
も
麺
と
ご
飯
を
選
べ
て
こ
の
値
段
、

絶
対
行
き
た
〜
い
♡  

温
泉
に
ゆ
っ
く
り
浸
か

り
、
お
い
し
い
食
事
で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
！

▼「
こ
う
ぐ
り
」
を
楽
し
み
に
待
っ
て
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！  

広
報
担
当

者
に
と
っ
て
、
お
た
よ
り
が
一
番
の
栄
養
剤
で

す
！  

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
や

情
報
を
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！！

▼
年
末
の
大
雪
は
本
当
に
す
ご
か
っ
た
で
す
！  

私
も
普
段
40
分
か
か
る
通
勤
に
１
時
間
半
近

く
か
か
り
ま
し
た
が
、 Ｆ
さ
ん
の
５
時
間
に
は

驚
き
ま
し
た
。
大
雪
に
よ
る
被
害
は
仁
淀
川

地
区
が
多
い
そ
う
で
、
農
業
被
害
も
深
刻
と

な
っ
て
い
ま
す
。
佐
川
支
所
苺
部
会
は
、
全
戸

で
ハ
ウ
ス
が
損
壊
す
る
被
害
を
受
け
て
い
ま

す
。
佐
川
町
と
越
知
町
で
は
災
害
支
援
と
し

て
、「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
で
寄
付
を
３
月

末
ま
で
募
っ
て
い
ま
す
！  

一日
も
早
い
復
旧
を

願
い
、
寄
付
に
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

▼
子
ど
も
た
ち
の
作
文
・
図
画
、
す
ば
ら
し

か
っ
た
で
す
ね
！  

お
い
し
い
と
言
っ
て
く
れ
る

こ
と
は
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
し
、
生
産
者

の
方
に
感
謝
す
る
こ
と
も
大
事
だ
と
改
め
て

痛
感
し
ま
し
た
。  

Ｍ
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
に
書
い

て
も
ら
っ
た
作
文
は
、
心
に
残
る
す
ば
ら
し
い

も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
！

ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
の
作
文
と
図
画
の

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

〝
本
当
に
小
学
生
や
中
学
生
の
絵
や
文
な
の
？
〞

と
何
ど
も
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
見
直
し
ま
し

た
。
す
ご
い
才
能
で
す
ね
ネ
。
米
農
家
と
し

て
は
大
変
う
れ
し
く
、
今
年
も
お
い
し
い
米
作

り
に
励
み
ま
す
。

（
日
高
支
所
管
内
・
I
さ
ん
66
歳
）

こ
ど
も
た
ち
の
な
ん
と
も
言
え
な
い
素
直
な
気

持
ち
の
作
品
を
見
て
心
が
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。

（
伊
野
支
所
管
内
・
K
さ
ん
62
歳
）

孫
が
小
学
校
の
頃
書
い
て
く
れ
た
、「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
お
米
」
を
思
い
出
し
涙
が
出
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
。「
年
老
い
て
一
病
息
災
こ
れ
で
い

い
」
皆
様
の
ご
健
康
お
い
の
り
い
た
し
ま
す
。

（
土
佐
市
支
所
管
内
・
M
さ
ん
84
歳
）

う
ち
ん
く
の
台
所
、
い
つ
も
楽
し
く
見
て
い
ま

す
。
金
時
豆
の
押
し
寿
司
、
い
い
で
す
ね
。
ニ

ン
ジ
ン
の
葉
が 

え
ー
ッ
？！ 

と
・
・
・
よ
か
っ
た

デ
ス
。
今
度
何
か
で
使
い
た
い
デ
ス
。

（
吾
川
支
所
管
内
仁
淀
・
N
さ
ん
77
歳
）

う
ち
ん
く
の
台
所
で
ユ
ズ
ゼ
リ
ー
の
作
り
方
が

あ
り
、
家
で
柚
子
を
作
っ
て
い
ま
す
が
作
っ
た
こ

と
が
な
く
ユ
ズ
の
皮
を
器
に
し
て
い
る
所
が
良

か
っ
た
で
す
。
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
吾
川
支
所
管
内
池
川
・
O
さ
ん
62
歳
）

鳥
獣
対
策
専
門
員
の
方
の
記
事
を
読
み
、
毎

回
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
斗
賀
野
支
所
管
内
・
K
さ
ん
64
歳
）

去
年
か
ら
主
人
の
か
け
る
罠
に
い
の
し
し
が
よ

く
か
か
り
ま
し
た
。「
焼
肉
・
す
き
焼
・
鍋
の

他
に
シ
チ
ュ
ー
や
カ
レ
ー
」
な
ど
の
お
料
理
を

作
っ
て
い
ま
す
が
本
当
に
美
味
し
い
で
す
。

（
佐
川
支
所
管
内
・
Y
さ
ん
69
歳
）

今
ま
で
に
な
い
大
雪
で
た
い
へ
ん
で
し
た
。
畑

は
イ
ノ
シ
シ
に
荒
ら
さ
れ
大
根
は
お
さ
る
さ
ん

に
か
じ
ら
れ
て
踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り
で
す
。

（
吾
川
支
所
管
内
仁
淀
・
N
さ
ん
74
歳
）

な
が
お
か
温
泉
内
美
味
館
の
メ
ニ
ュ
ー
。
こ
の

ボ
リ
ュ
ウ
ム
で
こ
の
安
さ
、
食
べ
て
み
た
い
！！

（
日
高
支
所
管
内
・
Y
さ
ん
58
歳
）

毎
回
、
こ
う
ぐ
り
が
届
く
の
を
楽
し
み
に
待
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
の
ペ
ー
ジ
も
元
気
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
姿
が
う
か
が
え
元
気
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
応
援
い
た
し
ま
す
。

（
土
佐
市
支
所
管
・
I
さ
ん
70
歳
）

ま
ず
ミ
カ
ン
　
ポ
ン
カ
ン
食
べ
て

ブ
ン
タ
ン
へ

（
土
佐
市
支
所
管
内
・
N
さ
ん
・
59
歳
）

夢
に
見
た
　
き
れ
い
に
並
ん
だ

ポ
ン
カ
ン
を

（
伊
野
支
所
管
内
・
M
さ
ん
・
80
歳
）

と
さ
ご
ろ
の
　
ポ
ン
カ
ン
売
る
は

お
と
く
か
な

（
佐
川
支
所
管
内
・
Ｏ
さ
ん
・
13
歳
）

 

今
月
の
川
柳
・
俳
句


